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最後まで力が入る大一番！

地域シーズ発掘活用事業

●
事
業
を
営
ん
で
い
な
い
個
人
ま
た
は
団
体

で
、
河
辺
・
雄
和
地
域
に
お
い
て
経
営
資

源
に
よ
る
事
業
を
開
始
す
る
具
体
的
な
計

画
が
あ
る
か
た

●
個
人
ま
た
は
中
小
企
業
な
ど
で
あ
っ
て
、

河
辺
・
雄
和
地
域
に
お
い
て
、
現
在
、
経

営
資
源
に
よ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る

か
、
そ
れ
を
用
い
て
新
分
野
へ
の
事
業
を

開
始
す
る
具
体
的
な
計
画
が
あ
る
か
た

●
市
内
に
５
年
以
上
居
住
す
る
個
人
、
ま
た

は
市
内
に
５
年
以
上
本
社
も
し
く
は
営
業

所
な
ど
を
有
す
る
会
社
で
あ
っ
て
、
シ
ー

ズ
活
用
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
支
援
し
、
こ

の
事
業
の
創
出
、
育
成
に
関
す
る
指
導
な

ど
、
誠
意
を
持
っ
て
実
施
で
き
る
か
た

工
業
労
政
課
、
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
申
込
用
紙
と
募
集
要
領
を
入
手
の
う

え
、
10
月
31
日
(月)
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
用
紙
と
募
集
要
領
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp

書
類
・
面
接
審
査
を
11
月
中
旬
に
実
施
。
有

識
者
か
ら
な
る
「
地
域
シ
ー
ズ
発
掘
活
用
評

価
委
員
会
」
で
審
議
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
・
作
成
を
行
う
費

用
と
し
て
、
開
発
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、

委
託
料
を
支
払
い
ま
す

工業労政課tel(866)2114

応
募
要
件

【
シ
ー
ズ
活
用
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
】

【
開
発
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
】

応
募
方
法

選
考
方
法
と
今
年
度
の
支
援
内
容

河
辺
・
雄
和
地
区
に
潜
在
す
る
“
経
営
資

源(

シ
ー
ズ)

”
を
活
用
し
て
、
秋
田
の
産
業

を
も
っ
と
元
気
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

河
辺
・
雄
和
の
将
来
性
の
あ
る
経
営
資
源

で
事
業
を
始
め
る
計
画
が
あ
る
「
シ
ー
ズ
活

用
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
１
者
と
、
そ
れ
を
支

援
す
る
「
開
発
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
１
者
を

募
集
し
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
経
営
資
源
は
、
河
辺
・
雄
和

に
根
ざ
す
農
・
林
業
分
野
や
、
地
域
な
ら
で

は
の
特
産
品
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
も

ち
ろ
ん
そ
れ
以
外
で
も
Ｏ
Ｋ
！
　
河
辺
・
雄

和
の
「
こ
れ
は
！
」
と
い
う
資
源
を
、
今
後

の
経
営
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
た

は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

今
年
度
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
サ
ポ
ー

タ
ー
を
選
考
し
、
両
者
で
支
援
計
画
を
作
成

し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
計
画
に
基
づ
い
た

サ
ポ
ー
タ
ー
と
市
か
ら
の
経
営
支
援
は
来
年

度
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問い合わせ

は
っ
け
よ
い
、
の
こ
っ
た
、
の
こ
っ
た
！
。

力
の
こ
も
っ
た
取
り
組
み
に
会
場
は
大
盛
り

上
が
り
！

９
月
４
日
、
高
尾
山
ま
つ
り
で
行
わ
れ
た

す
も
う
大
会
に
は
、
一
般
の
部
16
人
、
学
童

の
部
74
人
が
参
加
。
大
人
顔
負
け
の
体
格
か

ら
鮮
や
か
な
技
を
繰
り
出
す
ち
び
っ
こ
力
士

も
い
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
将
来
の
横
綱
が

こ
こ
か
ら
…
。
そ
ん
な
期
待
を
抱
か
せ
る
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
開
か
れ
た
吟
行
俳
句
大
会

に
は
16
人
が
参
加
し
て
、
全
47
句
を
詠
み
ま

し
た
。

緑
あ
ふ
れ
る
高
尾
山
、
眼
下
に
広
が
る
田

園
風
景
、
雄
大
な
雄
物
川
。
秋
の
気
配
を
感

じ
つ
つ
、
み
な
さ
ん
思
い
思
い
の
一
句
を
詠

み
上
げ
て
い
ま
し
た
。

高
尾
山
ま
つ
り

ど
す
こ
い
！

ち
び
っ
こ
力
士

大
奮
闘
！

学
童
の
部
団
体
▼
井
川
小
学
校
　

学
童
の
部
個
人
▼
西
方
航
く
ん(
井
川
小
学
校)

一
般
の
部
団
体
▼
美
郷
町
せ
ん
な
ん
　

一
般
の
部
個
人
▼
小
田
長
衛
さ
ん(

美
郷
町)

学
童
の
部
団
体
▼
川
添
小
学
校
Ａ
　

学
童
の
部
個
人
▼
阿
部
駿
く
ん(

川
添
小
学
校)

第
18
回
高
尾
山
す
も
う
大
会
優
勝

第
９
回
雄
和
学
童
す
も
う
大
会
優
勝

身
長
差
何
セ
ン
チ
？

こ
ん
な
取
り
組
み
も

吟
行
俳
句
上
位
入
選
作
品(

互
選
に
よ
る)

１
席
▼
母
郷
よ
く
見
ゆ
る
山
上
厄
日
過
ぐ

伊
藤
青
砂
　

２
席
▼
木
の
瘤
に
力
の
満
ち
て
秋
立
ち
ぬ

加
藤
麗
子

３
席
▼
と
う
と
う
と
稲
田
の
中
の
川
蛇
行

進
藤
春
草

河辺・雄和の“資源”で
産業を元気にする力

求む！



国際教養大学AIU祭

テーマAI U
アイ・ラブ・ユー

10月８日(土)・９日(日)
10:00～18:30(２日目は17:00)

今年は産学交流フェスティバ
ルと同時開催！　フリーマーケ
ット、バンド演奏、「世界の食」
露店など、イベントたくさんで
お待ちしています。

いま、世界には愛が足りないと思うんです。
それなら、学生や教員らで作り上げたこの大学
祭で、みんなに少しでも愛をプレゼントしたい
…。大学の略称をもじったテーマ「AI U」に
は、もう一つこんな意味を込めました。
お客さんが参加できるイベントも用意しまし

た。ぜひ、AIU祭でいろんな世界・秋田・雄和を
体験して、私たちの「愛」を感じてください。

大学祭の問い合わせ

大学祭実行委員会tel(886)5992
国際教養大学事務局tel(886)5900

地域と国際教養大学が、一緒になって雄和
を盛り上げるイベントです！　雄和の伝統文
化、おいしい特産品など、自慢できる地域資
源を発信します。ぜひお越しください。

雄和の“いいもの”大集合！

10月８日(土)

雄和の伝統芸能保存団体と国際教養大生が芸
能を通して交流をはかります。大正寺おけさ、
萱ヶ沢番楽、女米木ばやし、雄和太鼓を披露。
会場は大学構内特設ステージで。出演時間は、
実行委員会へお問い合わせください。

地元でとれた素材を使っ
た手作り体験コーナー。
ダリア染め、押し花、わ
ら細工など

と　き 10:00～18:30
９日(日)

ところ 国際教養大学構内
10:00～17:00

ダリア染め

手作り体験

文
化
芸
能
交
流

大正寺おけさ産
学
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
ゆ
う
わ
実
行
委
員
会

(
河
辺
雄
和
商
工
会
館
内)tel(

８
８
６)

２
６
２
１

私たちから
「愛」をプレゼント！
大学祭実行委員長の
野口光さん(教養大２年)

同時
開催

萱ヶ沢番楽

問
い
合
わ
せ

今年も「世界の食」露店を出店します。日本
はもとより、大学にいる留学生のお国の料理が
ズラリ。モンゴル風うどん、韓国のチヂミ、タ
イカレーなどを販売する予定です。ここに来れ
ば、世界の料理が味わえるよ！

モンゴル、韓国、
タイ…。世界の料
理、召し上がれ！

露店を出す力石孝彦さん(教養大１年・左)と
モンゴルからの留学生、ブルマー・ズルガーさん

広報あきた　10月１日号05

●トゥルー・オア・フォルス(ク
イズ)…８日午前11時～
●日本一周愛の旅
…８日午後１時～

●仮装コンテスト
…９日午前11時～

●英語でできるもん(クイズショ
ー)…９日午後１時～

おもなステージイベント(予定)

雄和の「食の道」を開設。
川がに汁など、雄和地域の
食文化を体験。とろろ飯早
食い大会、もちつき大会も

地元の新鮮なくだものや
農産物、加工品など、お
いしさ自慢の直売です

雄和ふるさと自慢市 食文化体験


